
kurabeteyomu.com ShechemGerizimEbal.20190301

 
シェケム（ゲリジム山、エバル山） 

シェケム、エルサレム、ベテル、シロ。シェケムという場所が大切な場所として何度
か出てきますけれど、シェケムという場所は、ゲリジム山とエバル山の間にある谷の場
所です。 

このシェケムが最初に出てくるのが、アブラハムが神様に(創12:1~)「その国を受けて
父の家を離れてカナンに行きなさい。あなたを祝福する者を私は祝福し、あなたを呪う
者を私は呪うという祝福の基となる。」と言われた約束に従って、最初にカナンに来た
時に祭壇を築くところです。シェケム、モレの樫の木のところで祭壇を築きましたとい
うのがアブラハムの救いのストーリーの出だしです。その出だしの場所がシェケムです
から、そのスタート地点からこの場所を与えると言った場所を与えられたという最後の
ところがヨシュアの最後のことばです。ここで一度、完成している。このアブラハムの
約束は、地を与えるということは、ここで完成しているということが分かるような場所
になっています。 

このアブラハムに約束した約束の出来事、「あなたはその国を出て父と母の家を離れ
て」という箇所は創世記12章にありますけれど、次に出てくるのが、ヨシュア記24章
のヨシュアの最後。部族を集めて話している中で民に言うところです。主がこう言いま
したというこの主が言っている出だしのところは、創世記の12章を引用しているという
ことですので、このアブラハムから始まってヨシュアの相続地を得たというところの完
成だというのがよく分かります。ここ(ヨシュア24:2~)がストーリーの出だし、導きの出
だしですよということが分かるものです。興味深いことに、新しい天と新しい地のス
タートということでしょうけれど、使徒行伝の7章でステパノが証言するという長いス
トーリーがあります。この長いストーリーの出だしも、同じこの創世記の12章のところ
から始まっています。使徒行伝7章の途中には、シェケムにヤコブが葬られたというこ
とも書かれています。ですから、このシェケムという場所が大切だということが分かる
と思います。そこから始まったシェケムという場所だったのですけれど、特に大切なの
が、申命記の11章、27章。 

ここにゲリジム山とエバル山が出てきます。神様の命令を与えられました。「その命
令に聞き従うならば祝福を与えられます。従わないならば呪いです。」という時にこの
二つの山が出てきます。これが11章。27章にももう一度出てきて、「約束の地に入った
ならば、エバル山に石を立てて、祭壇を築きなさい。」と言われてるところが27章で出
てきます。ゲリジム山にこの1、2、3、4、5、6部族が立って、祝福の言葉を言い、 1、
2、3、4、5、6と、もう片方の6部族がエバル山に立って呪いを言う。それで「民はみ
なアーメンと言え」と言って「アーメン」という箇所です。それが申命記27章。28章に
は「守り行うならば、祝福という祝福の椅子」と。その後「聞き従わず守らないならば、
呪い」という呪いの箇所というのが続いてきます。 

(申命記30:15)それで「私は、きょう、命と善、死と悪をあなた方の前に置きます。命
を選んでその約束を果たしなさい。」と言って31章、32章、33章、34章と申命記が進
んでいきます。この出だしのところにエバル山、ゲリジム山の話があるわけです。 

申命記は大きく4段落に分かれてるのですが、出だしの1章から11章までと真ん中の
民の話が民が守るべき具体的な律法についての12章から26章までと、26章16節から最
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後(34章)まで。最初と最後のところが似ているというところなんですが、「恐れるな聞
きなさい(1~12章)」「聞き従って雄々しくあれ(26:16~34章)」というこの二つ出だしと
終わり。この出だしの最後(11章)のところに、ゲリジム山とエバル山という箇所があり
ます。最後の聞き従うならという出だし(27章)のところに、またエバル山、ゲリジム山
ということが出てきますので、この聞き従うという「聞き従って祝福を得る。聞き従わ
ないなら呪われる。」ということが、この申命記の全体の概略の大切な部分になってい
るということで、11章と27章にありますということです。 

それで約束の地にいよいよヨシュアが導いて入りましたと言ったところ、ヨシュア記
8章ですね。それで約束の通りにエバル山に祭壇を築きます。石の祭壇ですと自然のま
まというのは、この申命記27章で言われた通りにやっていますということですね。それ
で「半分はエバル山、半分はゲリジム山と言って律法の書に書かれてることを行いまし
た」という約束の家に入った時と言われているところです。 

それで、その後も戦って歩んでいくわけですけれど、それで最後のヨシュアの死ぬと
ころ老人になったところの23章で祝福と呪いについて話すと。その誓いについては24
章です。おそらくこれは、エバル山ゲリジム山にも人がいっぱいいるでしょうね。その
場所に集まってこの誓いをしてるというところで、この祝福と呪いの誓いというのがそ
こまで来ますね。その後、申命記の30章からの後で、残念なことになりますね。ヨシュ
アが死んで時代が変わります。 

サムエルがいて、ダビデがいてということなんですが、その約束の地の中で、さらに
ダビデの約束が与えられ、ソロモンが神殿を建てます。ソロモンは神殿を建てているそ
の目的は「主が共にいてくださるからだ」ということで歩んできたにも関わらず、残念
なことはこの最後、「ソロモンは年老いた時」という第1列王記11章です。ソロモンが
年老いた時どうなったかというと、外国人の女たちとたくさん結婚してしまった。「あ
なた方は彼らと交わってはならない。彼らもあなたがたと交わってはならない。彼らは
必ずあなた方の心を転じ、彼らの神々に従わせるからである。」というこの箇所です。 

そして年老いた時に、実際に他の神々を拝むことになってしまったということは、残
念なヨシュアに言われた23章の祝福と呪いの箇所を実際に行なってしまったというのが
ソロモンの年老いた最後のところです。 

この時はエルサレムの神殿なのですけれど、モーセの天幕は、ヨシュアの時はシロに
あったのですね。シロはエルサレムの間みたいな場所ですね。何十万人っていう人達が
移動していますのでどのぐらいの場所に入るのかよく分かりませんけど、シロかシェケ
ムまでが15キロぐらいみたいですから、それだけの人数ですので、かなりこの辺に広く
集まってるということなのかなと思いますけど、シェケムとシロがそんなに遠いってい
う場所ではないということも言えるのかもしれません。 

シロに集まっている。そのシロの天幕が捨てられたというところからダビデの話が始
まりますよね。エルサレムの天幕が裁かれて神殿が作られたのに、また同じようにやっ
てしまったというところに、このソロモンの出来事が記録されているというようにつな
がっていきますので、この(アブラハム、ダビデ契約の流れの表)最初のシェケムで(アブ
ラハム、カナンの地へ)、途中でまた(モーセの最後)、この辺で、そのシェケムの場所で
誓いをする。シェケムの場所で誓いをする（ヨシュアの最後)というようなことで流れて
いっている。 

神様を礼拝する者の約束を守るかどうか、聞くかどうかということが、ずっと連携し
てずっと続いていく中で、特にこの神様から相続を受けるという約束。契約を与えられ
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るというのは相続の約束ですよね。それで、それぞれのリーダーが死ぬ時になり、祝福
を相続する。でも、「守らないなら呪われますよ」という言葉もつけて相続していくと
いうことが、同じことが繰り返し言われてるというような感じだと思いますけれど、そ
のようにつながってきていますので、福音書の中で同じように「命令を守るなら聞き従
いなさい」ということがずっと言われています。 

ヨハネ福音書の21章、最後のところでペテロがイエス様に「わたしを愛しますか」と
言って「私の羊を飼いなさい」と言われますけれど、「私に仕え、私の兄弟たちに仕え
なさい」ということを3度言いますので、このヨシュアの最後のところ、24章で「主に
仕えます」と3回聞き従って、主に仕えますという誓いをするところにも似ているのか
なと思います。神様の御声に聞き従う。ずっと羊飼いですね。アブラハムもイサクもヤ
コブもモーセも、ずっと羊飼いが導いている導き。相続の神様から民への相続という意
味での契約、父たちから子らへの相続のことばの連携の中で「シェケム」という場所が
特に目立ちましたので、その場所を見てみました。

facebook:kannokazuhiko
















